
小規模多機能型居宅介護「サービス評価」 総括表 | 

法人名
社会福祉法人 あさひ会

代表者
森田 孝文

法人の理念である「あなたらしさ lOO%J を踏まえ「あなたと共に」を合言葉とし

て、「あたり前の暮らし」、「生活の継続性」、「ご自身の持っている力を発揮できる

機会作りJ、「落ち着いた雰囲気作り」にこだわり、これまで培ってきた生活や暮ら

し、その方のこれまでの暮らしに根付いていることを大切にし、支援を行っていま

す。 具体的には、身近な家庭で行っていることを施設において取り入れ、ご利用者

様と共に行っています(食事のしたく、掃除、季節に応じた行事 ・外出等)。 また、

それ以外にも個別支援を重視し、お一人おひとりの希望 ・要望等を支援に反映する

よう、取り組んでいます。

事業所名
小規模多機能はまひるがお

管理者
宮 元直樹

法人 ・

事業所

の特徴

出席者
市町村職員 | 知見を有するもの |地域住民・地場団体 利用者 | 利用者家族 | 地峻包括支援c I 近隣事業所 | 事業所職員 その他 合計

1人|人I 2人 1人 I 1人 I 1人|人I 2人 人 8人

項 目 前回の改善計画 前回の改善計画に対する取組み ・結果 前回の外部評価の意見 今回の改善計画

スタッフ問で 自己評価の →一定の基準に基づいて自 己評価を検 特になし 項目ごとの改善計画を継続しつ

判断基準を統一してし1く。 討できた。現在は比較的前回の改善計 つも個々の改善計画の質の向上
A. 自己評価の確認、 画に関して中心に検討しているためス に努めてし 1く。

タッフ間での差異も減少している。

-室内の湿度や温度などに →冬場や夏場の猛暑時において室内の 施設内においては特に気になる 前回の継続。

配慮、し、過ごしやすい環境 室温 ・湿度を定期的な確認を行い、ご ような臭いはなかった。又、室 -室内の湿度や温度などに配慮、

B.事業所の
作りに努める。 利用者様の過ごしやすい環境作りに努 内も掃除も適切に行われている し、過ごしやすい環境作りに努

しつらえ ・環境 -花壇や環境整備の継続。 めてきた。又、担当職員が中心に施設 ためなのか、気になる汚れや不 める。
外の花壇の整備等を行ってきたが、 今 快と思われる環境は特にみられ -花壇や環境整備の継続。
年度は猛暑にて早期に花などが枯れて ないとのこと。
しまった。

-町の健脚体操への参加。 →町の健脚体操への参加も継続されて 事業所が地域住民に周知しても 前回の内容を継続と併せ、 地域

-地域行事への参加。 いる。又、地域行事への参加は少ない らいためにも定期的にイベント 住民向けの興味 ・関心を示して

-施設イベント行事の案内 ものの、中学校の吹奏楽部の演奏会な を開催し、施設に来訪していた いただけるようなビデオ上映等

-地域住民への施設会場の どの近隣イベントの』情報が入った場合 だく 働きかけが必要。例えば、 を検討 ・実施していく。

提供。 には比較的参加している。施設会場も 施設の大型テレビを用いて、夜 -町の健脚体操への参加。
c.事業所と地域の

-地域の高齢者向けのイベ 同様。地域高齢者向きのイベントとし などの時間帯に交通安全や災害 -地域行事への参加。
かかわり

ント企画の開催 ては今年度近隣の町の健脚体操の参加 対策などの上映会の開催。又、 -施設イベント行事の案内
者を中心に認知症講座を開催した。 引 子供やお年寄り など向けのピデ -地域住民への施設会場の提供。
き続き地域住民や高齢者への健康や介

オ上映などを開催しても良いの -地域の高齢者向けのイベント
護等に関連したイベントを開催してい

ではなし1かとのこと。 企画の開催
きたい。



項 目 前回の改善計画 前回の改善計画に対する取組み ・結果 前回の外部評価の意見 今回の改善計画

-個人情報の保護の観点を →特定のご利用者様の中で近隣住民や 特になし。 引き続き個々のご利用者様が地

大事にしながらも当事者 民生委員の方に情報提供を行い、行方 域の中で安心して暮らしていけ

D.地域に出向いて本 が地域での暮らしを安心 不明防止への協力を求めた事がある。 るよう、地域の協力や助け合い

人の暮らしをささ して過ごせるよう適切な が必要な場合にはご本人 ・ご家

える取組み 情報共有 ・連携を図る。→ 族様の了解のもと、適切な情報

具体的な取り組みを検討 提供を行ってし1く。

する。

-牧地区民生委員の方への →地区の民生委員や 1度のみ他の小規 特になし。 前回の内容を継続。

参加の依頼を継続してい 模事業所の職員の方にも会議に参加し -牧地区民生委員の方への参加

E. 運営推進会議を く。 て頂いた。 の依頼を継続していく。

活かした取組み -他の小規模事業所の方に -他の小規模事業所の方にも会

も会議の参加を依頼して 議の参加を依頼してし1く。

し1く。

町内での防災・災害の取り →昨年度、町内の防災講座に参加させ 様々な地方で津波や地震などの 前回の内容を継続。

組みへの参加を行う。又、 て頂いた。しかし、施設内での地震 ・ 被害が生じている。具体的な手 町内での防災 ・災害の取り組み

町内の回覧板などを通し 津波など災害時に対応が十分に行えて 立て ・対策を早急に作成しても への参加を行う。文、町内の回

て事業所の避難訓練の状 おらず、町内への具体的な協力依頼を らいたし10 覧板などを通して事業所の避難

況等をお伝えし、事業所と 求められる段階ではない。 又、町内などの独居の方への避 訓練の状況等をお伝え し、事業
F.事業所の

して連携 ・協力できること 難場所にしてもらえるば、地域 所として連携 ・協力できること
防災 ・災害対策

を検討していく。 貢献の一環になるのではない を検討してし1く。

か? 文、災害対策の具体的な方策を

作成してし1く。同時に町内等へ

の独居の方への避難受け入れ先

を行えるのかを検討してし1く。



事業所自己評価・ ミーティング様式

1 初期支援(はじめのかかわり)I 

・前回の改善計画に対する取組み状況

両司平成 30"f. 6 j] 20 F l山o"-' 

}'/I¥" - I 91; 

個人チェック集計欄 合計(総人数)

前回の繰題について取り組めましたか?

9人

前回の改善計画

①1か月後の新規利用者のカンフアレンス開催を徹底してし、く。(カンファレンス時、担当スタッフが不在

の場合には書面にて自身の意見や検討事項をとりまとめ、新規利用者のカンファレンスを実施の徹底に努め

る)

前回の改善計画に対する取組み結果 | 
1ヶ月後の新規ご利用者様のカンファレンスの開催はほぼ徹底できたが、ご利用者様によっては、利用回数

に差があったり、慣れ方にも個人差がみられ、 1ヶ月では全体を把僅できないこともある。だが、当面はこ

の改善計画を継続し、ご利用者様の把握に努めてし1く。

-今回の自己評価の状況

個人チェック集計..ffi
よく なんとか あまり ほとんど

合計(総人数)
できている できている できていない できていない

利用者の情報やニーズについて、 利用開始

① 前にミーティング等を通じて共有していま 9 9 

すか?

ミーティングにおいて、かかわりの初期の

② 目療を共有できていますかワ 7 3 10 

利用者がまだなれていない時期に、訪問や

③ 通いでの、声掛けや気i宜いができています 7 3 10 

か?

初期の目標を念頭においたケアができてい

④ ますか? 4 6 10 

できている点 1200字程度で、できていることと、その理由を記入すること

-新規の利用者の方は 1ヶ月後にカンファレンスを実施し、支援に当たっての注意点を時認し合っている0

・新規の利用者の方は意識して申送りの時に気づいたことを伝え、職員間で情報共有を図り、問題点には早

期に対応している。

・初期支援のための情報伝達・情報共有をケース記録や巾送りにて情報収集を行っている。

・家族の生活状況を把握し、柔軟な対応に努めている。

-利用開始前にミーティングやケアマネからの事前に'情報を回覧されており、全体に共有できている。

-カ ンファレンスはミーティングの回数を増やしたことで以前よりも丁寧で、意見も多く 聞けるようになっ

た。

できていない点
1
200字以内で、できていないことと、その理由を記入すること

・利用者 1ヶ月では施設に慣れない方もおり、スタップもどう対応していくか迷っている。

・送迎などで申送-り時に参加できていない時など、話を聞く事ができずにこまかな情報を把握できない時が

ある。

-新 しい情報など共有できていない場合がある。

-本人と家族の意見が合わないと家族の意見が優先され、本人の思いと多少異なる時がある。

-新規利用者に刈し、戸掛けがあまりできていない方もいる(午前中だけの通いの利用者など)

.すべての情報を得ているとは言えない。

・利用者の思いをなかなか汲み取れない場合もある。

.本人 ・家族の希望通りではない。

次|ロ|までの具体的な改善計画 (200字以内)

1か月後の新規利用者のカンファレンス開併を継続してし、く。(カンファレンス時、担当スタッフが不在の

場合には書市iにて自身の意見や検討事項をとりまとめ、新規利用者のカンファレンスを実施の徹底に努め

る)



事業所自己評価 ・ミーティング様式 同 司 平成 30刊 20日 (14: 00 ，...__ 

2. i，...__したしリ の実現(白己実現の尊重) に| 9名

。前回の改善計画に対する取組み状況

個人チェック集計欄 合計(総人数)

前回の1，，'l!題について取り組めましたか?

9人

前回の改善計岡

①個々の希望 ・要望を聞き問し、ケースに記載し、その希望を担当スタップがケース記録に拾い上げ、カン

ファレンス ・ミーティングで全体に伝えていく。ムく、担当スタッフが個々の利用者の知り得た希望 ・要望を

より深堀りするために、 他のスタップにも再度その希望 ・要望を聞き出してもらうよう働きかける。

②伽|々 の利用者の要望希望を聞き出したことで共通した出来事 ・希望を企画・ 活動に取り入れ、 思いを形に

してして。 (目標 :年 2・3回)

前回の改善計画に対する取組み結果

改善計画に対しての意識不足に伴い、要望や聞き出したことなどをケースへ記載したり、担当スタッフが他

のスタッフに聞き出すような働きかけが行えていなかった。文、買物や外出の要望に関しては比較的行えた

ものの、それ以外での要望(どんな暮ら しを送っていきたいのか、どんな役割を担いたいなどの生活に直結

した事柄など)を聞き出すことが難しい。個々のご利加者様の要望 ・希望を探る機会をカンファ レンスの|探

に確認し、 側々の思いや願いなどを引出し、深掘りしていく。

-今回の自己評価の状況

確認のためのチェック項目
よく なんとか あまり ほとんど

合計 (総人数)
できている できている できていない できていない

「本人の目標(ゴール)Jがわかっています

① か ? l 9 10 

本人の当而の 目標 r~ したし、J がわかって

② いますか? 9 10 

本人の当面の目標 r~ したいJ を 円指した

③ 日均のかかわりができていますか? 9 10 

実践した(かかわった)内容をミーァィン

@ グで発舌ーし、 振 り返り、次の対応に活かせ 3 6 l 10 

てし、ますか?

できている点 1200字程度で、できていることと、その理由を記入すること

-利用者の方が楽しみ、喜んでいただける行事や企画は年間予定を作成し、実施している0

・希望や要望が聞ける利用者には i，...__したしリが聞けており、 U々 の関わりの中で支援できている0

.ミーティングで話し合い、今後の支援の方向性を共有できている。

-普段の会話の中でしたいことをお聞きした時や活動の中で楽しく過ごされていたことはケース記録に記入

している 0

・日々の活動の中で本人がやりたいこ とを言葉で伝えられる方には実際に刻応ができている0

.スーパー ・ホームセンターなどの買い物などの希望は行えている。

できていない点 1200宇以内で、できていないことと、その理由を記入すること

-カンファレンスでは問題点ばかりを話し合われ、本人の希望 ・要望についてはまとめていない0

・業務に追われ、利用者全員の希望 ・要望に添ったサービスができていない。

・あま り話されない方や「何もなしリと言われる方の思いをなかなか聞くこ とができない0

.言葉にならない本当の真意を理解できていないと思う。

-利用者の方のしたいことをうまく 聞き同せていない。

-話を聞いていてもなかなか外出などには行えていない。



次固までの具体的な改普計画 I (200宇以内)

①個々の希望や要望を日頃より、様々な話題をご利用者様に投げかけ、その方の思いや願いを引き附してい

く。文、引き出した内容をこまめにケースに記載していく。

②担当スタッフはカンファレンスの際に他のスタッフにケースなどから要望や希望を伝えたり、共通事項が

ないのかを確認してし、く。

@確認し合った個々の要望や希望を具体的な形 (EX:外出だけでなく、昔の友人に会いに行く 。昔行ってい

た仕事や役割を再度スタッフの付き添いのもと行ってみる)を実現 ・実践してし、く。



事業所自己評価・ミーティング様式 (14 : 00 '" 15: 00 

3. 日常生活の支援 とl 9名

。前回の改善計画に対する取組み状況

個人チェック集計欄 合計(総人数)

前回の課題について取り組めましたか。

9人

前回の改善計画

①修正したアセスメント表を回覧板に掲示し、各自再度アセスメント表を確認し、確認済みの人は押印を行

う。併せて担当スタッフが変更点を口頭で他のスタッフに伝え、全スタッフが内容を把握し、統ーしたケア

の提供に努める。

②注意点や知り得た情報に関して申送りノートだけではなく、ケース記録への記載を徹底する。

③アセスメント表のその他の欄の箇所に新たに知り得た情報(趣味や関心事・晴好等)を追記する。

前回の改善計画に対する取組み結果 | 
①カンファレンスの際には、アセスメント表を確認しているが、それをI!:!.I覧で、きていない。→アセスメン ト

表・介護計画書の回覧を徹底する。

②詳細な内容をケース記録に記載に残すようになったが、 申送りノートに要点が書かれているためケース記

録の確認しない事が多い。→申送りノートを廃止する。又、 要点は業務日誌の事務連絡に名前 ・項目のみを

残す。(ケース記録を読む習慣をつけ、ケース記録の重要性を全体に周知させていく)

③介護だけでなく、 個々の日常生活に目を向け、個々の趣味や関心事 ・l者好などのその方のこだわりやその

人らしさの大切さを理解してし、く。

。今回の自己評価の状況

確認のためのチェック項目
よく なんとか あまり ほとんど

合計(総人数)
できている できている できていない できていない

本人の自宅での生活環境を理解するために

① 「以前の暮ら し方Jが 10側以上把握できて 9 10 

いますか?

木人の状況に介わせた食事や入然、排せつ

② 等の基礎的な介護ができてし、ますかり 8 I 10 

ミーティングにおいて、本人の戸にならな

③ い声をチ}ムで言語化できていますか? 9 10 

本人の気持ちゃ体調の変化に気づいたと

④ き、その都度共有 していますかワ 9 10 

共有された本人の気持ちゃ体調の変化に悶I

⑤ 時的に支援できてい主すか? 6 4 10 

できている点 1200字程度で、できていることと、その理由を記入すること

-ケアプランの更新時期に合わせ、カンファレンス時にアセスメン ト表の変更点を確認し合っている0

・本人のできることを継続していけるよう、支援を行っている0

・本人や家族からの情報を共有し、支援に繋げている0

.変化に気づいた時には申送り等で話し合いを行っている0

.状況に合わせてトイレ介助や食事などの対応をしている0

.体調の変化などには気をつけて見守-りを行っている。

-体制や状態に合わせた食事・水分等への配慮は行えている(ご飯からお粥への変更。お茶ゼリーを付加す

るなど)



できていない点 1200字以内で、できていないことと、 その理由を記入すること

.アセスメント表の活用が徹底されていない。

-これまでの暮らし方、 10個以上の把握はすべての利用者の情報は把握できていなし¥0

.利用者の希望と支援者側の支援と相違がある場合がある。

-以前の暮らしをなかなか把握できていない。

-全スタップが把握していない事が多い。

次固までの具体的な改善計画 fT20雨内)

①修iF.したアセスメント表を回覧板に掲示し、各自再度アセスメント表を確認し、 ;椛認済みの人は押印を行

う。併せて担当スタッフが変更点を口頭で他のスタッフに伝え、全スタッフが内容を把握し、統ーしたケア

の提供に努める。又、介護計画書も回覧し、 全スタッフに周知を徹底してし、く。

②注意点や知り得た情報をケース記録に記載を徹底してし、く。

③アセスメント表のその他の欄の箇所に新たに知lり得た情報(趣味や関心事・ l脅好等)を記載していく。



事業所自己評価・ ミーティング傑式 戸司平成30年 6月 26日 川一:10) 

4. 地域での暮ら しの支援

・前回の改善計画に対する取組み状況

倒人チェック集計欄

前回の課題について取り組めま したか?

前回の改善計画 | 

|ル I 7名

合計{総人数)

9人

ご利用者の中からエコマップ作成する対象者を 1名選定し、その方からエコマップ作成を始める。又、エコ

マップ作成後に、実際に関わりやどの程度ご本人にとって重要なのかを制査 ・確認を行う。(その方が楽し

まれるような場所等を提案し、地域資源、に繋げていく)

前回の改善計画に対する取組み結果 | 
エコマップの作成を通し、その方の置かれた状況 ・環境を把握することができたり、どのような対人関係や

関係性があるのかなど、その方の情報を整理することができた。しかしその整理した課題に対して具体的な

取り組みを行う ことがなく、LjJ途半端な形で改善計画を終えてしまった。

今回の結果を受け、 話し合いの'1'で地域の社会資源にどういったものがあるのか、又、どのような活用方法

があるのかを調べていくことも必要ではなし、かとの意見も挙がる。又、前回のエコマップ作成は、関係性や

課題の抽出のみに終わってしまったため、次回の改善計画では、関係性や課題に対してご本人と話し介いを

重ねながら深堀を行ってし、く。 [例えば、行きつけの場所 ・馴染みの人への思いを引き出してし、く。文、話

では出なかった周辺の商問 ・公民館などの公共機関などの社会資源をあらかじめ抽出を行い、 それら との関

係 ・関連等がないのかをご本人に確認していく 等]

・今回の自 己評価の状況

確認のためのチェック項目
よく なんとか あまり ほとんど

合計(総人数)
できている できている できていない できていない

本人のこれまでの生活スタイル ・人間関係

① 等を理解していますか? 2 7 10 

本人と、家族 ・介護者や地域との関係が切

② れないように支援していますか? 8 10 

事業所が直接接していない時間に、本人が

③ どのように過ごしているか把癒しています 8 10 

カミ?

本人の今の暮らしに必要な民生委員や地域

④ の資源等を把J限していますか? 2 2 5 

できている点 1200字程度で、できていることと、その理由を記入するこ と

・エコマップの作成を通して、その方の暮らしに日を向ける事が出来、行動の背景にあるものや心情理解を

深める機会になった。

・施設全体として、 利用者の地域を担当する民生委員の方を但握できている0

.家族の情報により支援できている。

-施設利用時に友人が訪れたり、買物に山掛けた際に友人にお会いし、その方から情報を得ることがある0

・利用者の方によっては地域行事に参加されており、お話しを聞く機会がある。

-連絡ノー トを通じて家族との情報共有をしながら支援に当たっている。

・アセスメント表でこれまでの生活スタイノレ、人間関係などについて理解がある程以Eできている0

・一部の利用者だけであるが、 地域と の関わりがある。



できていない点 1200宇以内で、できていないことと、その理由を記入すること

・ミーティング時にエコマップの作成を行ったのみで終わっており、その後の発展がない。

-利用者の過去の人間関係が把握できていない。又、施設以外での対人関係繋がり ・過ごし方などの情報を

把慢できていない。

-施設での様子が1:11心に捉え、地域や家庭でのどのような状況で過ごされているのか分からない。

次回までの具体的な改善計画 1 (200字以内)

地域の社会資源などを多様に利用されている方を l名抽出し、その方を対象にエコマップを作成してし、く。

又、作成したエコマップを活用しながら地域での暮らしをその方と一緒に考え、その方にとっての地域(人

との関係性や関わり ・暮らしのあり方)を考えていく。

→具体的な取り組みとして l度ミーティング時にその方のエコマップを作成していく。(大まかなその方に

とっての人や場所などの関係性 ・関わりを探る)→エコマップで挙がった社会資源(人 ・場所 ・病院などの

公共機関等)をそれぞれの項目に挙げ、ご本人との関わりの際に現状を確認し、別紙用紙やケース記録に記

入していく。→その後 3ヶ月後にミーティング(カンファレンス)にてスタップ聞で確認し、当初に作成し

たエコマップとの違いや変更点などを検討し直す。→最終的にはエコマップを通して、ご本人にとっての社

会資源を実際の生活において活用したり、活かせるものがないのかを検討 ・実践していく。



事業所自己評価・ミーティング様式 戸可平成 30年 6月 26日 川~ …)

5. 多機能性ある柔軟な支援

・前回の改善計画に対する取組み状況

個人チェ ック集計欄

前回のl'~fijについて取り組めましたか?

前回の改善計画

| メント I 7名

合計(総人数)

人

ご利用者一名を選定し、その方のエコマップを作成し、その方の生活を理解していく。又、作成後、よりど

のような取り組みを行うことで生活の張り合いや自立支援に繋がるのかを検討してし、く。

前回の改善計画に対する取組み結果 | 
4.と同様に具体的な取り組みまでには至らなかった。 改善計画を進めていくための事業所としての計画が

充分には立てていなかった。そのため今後どのように進めていく べきなのかを具体的な計画を話し合いにて

立てることとなった。 [4. との関連]

-今回の自己評価の状況

/1'([認のためのチェック項目
よく なんとか あまり ほ止んど

合計(総人数)
できている できている できていない できていない

自分たち事業所だけで支えようとせず、 1也

① 域の資源を使って支援していますかっ l 8 l 10 

ニーズに応じて「通し、Jr訪問Jr宿泊j が

② 妥当適切に提供されていますか? 6 10 

日々のかかわりや記録から本人の f変化j

③ に気づき、ミーティング等で共有すること 7 3 10 

ができていますか?

その日 ・その時の本人の状態・ニーズに合

@ わせて柔軟な支援ができていますか? 7 3 10 

できている点 1
200字程度で、できているととと、その理由を記入すること

・エコマップの作成を通して、その方の暮らしに円を向けることができ、行動の背景にあるものや心情理解

を深める機会になった。

-健脚体操に参加したり、安宅小学校・牧こども園 ・学童などの交流を持っている0

.利用者の体調・行動などに合わせた支援柔軟に支援を行っている。

-利用者に変化がみられる時には、職員問で話し合い、状況に合わせた対応をしている0

.申送りやミ ーティング等で話し合いを行っている。

-ミーティングなどで変化の確認はできている。

・体調や状態に応じて訪問から通いなど対応している。

できていない点
1
200字以内で、 できていないととと、その理由を記入するとと

ミーティング時にエコマップ
ρ

の作成を行ったのみで終わっており、その後の発展がない0

・急な泊まりの要望者 ・人員体制上、柔軟な支援ができていない。

-事業所のみでの支援になりがちになっている。

-健JJ却体操に参加しているが、利用者の方の地域に出向くような活動までには至っていない。



次固までの共体的な改善計画 I (200字以内)

.4.地域での暮らしの支援の具体的な改善計画と同様。 4.の具体的な改善計画を通して、ご本人と相談

しながら生活していく上での具体的な取り組みを検討し、その方が生祈場面に取り入れられるよう支援して

し、く。



事業所自己評価・ミーティング様式 26日 (17:30.-...，，19: 10) 

6. 連携 ・協働 三 7名

。前Iwlの改善計画に対する取組み状況

個人チェック集計欄

前回の撚題について取り組めましたかワ

なんとか

できている
合計(総人数)

6人 9人

前回の改善計嗣

①地域交流会を定期的に開催していく。(今年度 6月に近隣住民や老人会 ・健脚体操参加者の方に呼びかけ、

日本舞踊観覧にお招きし、地域とのつながる機会を設けた。今後も定期的に事業所の理解 ・周知と共に地域

の高齢者の方の関心事や介護予防につながるような取り組みを開催していく)

②近隣の健脚体操の参加と安宅小学校の雑巾提供事業を継続してし、く。

前回の改善計画に対する取組み結果 | 
①に関しては、開催数は少ないものの、地域の方に1(1)けて施設での催し物の案内や、いつもお世話になって

いる健脚体操の参加者の方に対しての健康予防講座を開催することができた。

②に関しても、定期的にご利用者の方に対しての健脚体操の参加やご利用者様が行って下さった雑IIJの寄贈

を安宅小学校への提供を行うことができた。

-今回の自己評価の状況

確認のためのチェック項日
よく なんとか あまり ほとんど

合計(総人数)
できている できている できていない できていない

その他のサービス機関(医療機関、訪問看

① 談、福祉用具等の他事業所)との会議を行 5 4 10 

っていますか?

自治体や地域包括支援センターとの会議に

② 参加していますか? 7 2 9 

地域の各積機関 ・団体(自治会、町内会、

③ 婦人会、消防問符)の活動やイベントに参 3 4 2 9 

加していますか?

登録者以外の高齢者や子ども等の地域住民

@ が事業所を紡れますか? 8 1 9 

できている点 1200字程度で、できていることと、その理由を記入すること

・地域交流会、健脚体操 ・雑巾寄贈は計画通り、実施されている0

・町内清帰 ・牧こども園 ・安宅小学校 ・学童などとの交、流を持っている0

.浮柳町健j向l体操に定期的に利用者と一緒に参加している。

-施設の行事に健脚体操の方や近隣の方に来て頂いた。

-地域との繋がりが以前に比べ、関係性が良好となった。

できていない点
1
200字以内で、できていないことと、その理由を記入すること

.行事や企画しでも近隣住民の参加が少ない。

・サービス機関との会議島、現場職員は参加できていない0

.交流会を行ってもなかなか人が集まってこない。

・交流会に健脚体操等に来て頂いたが、互いに気を遣っている0

・健脚体操以外の地域活動、イベントに参加できていない。

-地域との交流が少ない。



次回|までの具体的な改善計画 fT200字以内)

-前回の改善計両iを継続してし 1く。(地域貢献やご利用者様が地域との関わりを持つ(健)1却体操の参加や安

宅小学校への雑巾寄贈等)文、町内や地域の方々に対し、事業所の存在が周知不足である。事業所の存在を

もっとより理解 ・周知してもらうためにも様々な形での地域貢献が必要である。又、一過性の地峨貢献だけ

では 卜分に周知 していくこ とが困難のため関係者(町内会長さんら)と相談し、持続 ・継続的に行えるよう

な地域貢献を検討し、実践してし、く。(例えば、町内のゴミ捨て場の掃除 ・一斉清婦の事業所全体での参加 ・

防犯パトローノレの協力・町内の高齢者の方を対象にしたイベント協力等→但し、一過性な取り組みではなく、

継続的に取り組みが行えるよう、事業所の体制等にも考慮しながら地域貢献を行っていく)



事業所自 己評価・ ミーティング様式 両司平成 30年 7月 10日(17: 

7. 運営 l
 -

A
Y
 

、
/
 

h
J
 

B
浪

/
9名

。前厄|の改善計画に対する取組み状況

個人チェック集計欄

前回の課題について取り組めましたか?

合計(総人数)

9人

前回の改善計画

通い時の活動内容の充実を図るため 2か月に 1度のペースで季節行事やレク ・臨床美術等の主な担当者の方

でミーティングの時間等を用いて具体的な活動内容の提案・参考資料・重点的な取り組んだ方が良いことな

どを全体に伝達する。又、ミュージュックケア ・フラワーアレンジメントなどの地域のボランティアの方に

活動への協力を求め、新たな取り組み・活動を行ってし、く。

前回の改善計画に対する取組み結果 | 
-通いの日中活動の充実を図るための会議(活動検討会)を 2度実施できたが、それ以降、実施はできなか

った。 但 し会議を通してレクなどの活動材料の拡充を行ったり、地域貢献などのイベントの開催を行うこと

ができ、ご利用者聞によって充実した様々な活動の提供に繋がった。だが、一方でご利用者様によってはま

だ十分な活動の提供までには至らなかった。又、担当者に任せきりになっている所が只ある。そういった点

からも今後も活動検討会の継続していく。 (具体的な取り組みの拡充や質の向上に繋がるようなシステム作

り、外部のボランティアの活用等の検討)

。今回の自己評価の状況

確認のためのチェック項闘
よく なんとか あまり ほとんど

合計 (総人数)
できている できている できていない できていない

事業所のあり方について、職員として意見

① を言うととができていますか? 5 10 

利用者、家族・介護者からの意見や苦情を

② 運営に反映していますか? 9 10 

地域の方からの意見や苦情を運常に反映し

③ ていますか ? 7 2 10 

地域に必要と される拠点であるために、積

④ 極的に地域と協(動した取組みを行っていま 7 2 10 

サーカミ?

d -Clt ¥る点 [200字程度で、できていることと、その理由を記入すること

-行事や活動は計画通り実施されている。作段とは違う活動は利用者の方も毎回楽しみにされており 、喜ば

れている0

・苦情や改善点等、随時話し合い検討 ・実施し、柔軟に対応している。

.町内清掃参加や利用者利用提供等を行っている。

-ご家族、利用者からの苦情には話 し合い対応している。

-季節行事やレク ・フラワーアレンジメン ト等の活動は積極的に行われている。

できていない点 1200宇以内で、できていないことと、その理由を記入すること

・予め下定に人っている行事はなんとかこなされている状態だが、新たな取り組みとなると難しい。

.地域との連携は殆ど行えていない。

-地域交流の機会が少ない。

-ご家族の本音で言えない部分もあるのではないか。



次固までの具体的な改善計幽 I (200字以内)

2か月 に l度のベースで季節行事やレク・地域行事・臨床美術などの充実を図るための活動検討会をミーテ

イング時に実施する。又、同時にご利用者個々に活動やニーズを踏まえてどのようなボランティアが必要な

のかもその会議時に検討していく。



事業所白己評価 ・ミーティ ング様式 両可制 30年 7月 川 (17: 30 

8. 質を向上するための取組み 日 9名

。前回の改善計画に対すーる取組み状況

個人チェック集計欄 合計(総人数)

前回の課題について取り組めましたか?

9人

前回の改蓄=計画

2か月に 1度のベースで危険予知 トレーニング、を行い、気づきの力を養ってし、く。

前回の改善計画に対する取組み結果 | 

まったく実施することができなかった。計凶的に実施するために担当者を決め、計画的に実施していくこと

が必要である。

。今回の自己評価の状況

確認のためのチェック項目
よく なんとか あまり ほとんど

できている できている できていない できていない

① 
研修(可能場内 ・職場外)を実施 ・参加して

いますか 5 4 

② 
資絡取得やスキルアップのための研修に参

加できていますか 5 4 

③ 
地I或連絡会に参加していますか

6 4 

④ 
リスクマネジメントに取組んでいますか

3 7 

できている点 1200字程度で、 できている ことと、その理由を記入すること

.危険予知トレーニングができていない。

-行方不明対応の服装チェックもいつの間にかしなくなった0

.ミーティングにて危険予知トレーニングPを行っているo

合計 (総人数)

10 

10 

10 

lO 

-施設全体の研修会、スタッフ勉強会を行っている。又、資格取得 ・研修:に参加して内蒋をミーティングに

て伝達講習を行っている。

-事故やヒヤリはっとが起きた時には事故報告書の回覧や申送り等で報侍している。

できていない点 1200字以内で、 できていないことと、 その理出を記入すること

・いつ危険予知を行うのか、 計画が不十分で、あったため。

-ミーティ ングにて休みの職員は危険予知 トレーニングに参加できない。

.地域連絡会 ・地域ケア会議には現場スタッフは参加できていない。

-研修には積極的に参加できていない。

・|同じようなヒヤリはっとが起きている0

.外部研修に参加する機会がない。

・ヒヤリはっとが書かれていない。書かれても職員全体で確認されていない。

次固までの具体的な改善計阿 (200字以内)

担当者を決め、 2か月に 1皮のベースで巾し送りの時間帯を活用し、危険予知トレーニングを実施し、事業

所全体で気づきの力を育成していく。



事業所自己評価・ミーティング様式 |実施~平成 30 年 7 月 10 日… ~ 18 : 50 

9.人権 ・プライバシー 9名

-前回の改善計画に対する取組み状況

個人チェック集計欄 よく なんとか
合計(総人数)

できている できてし、る ~_，\.. ---，、』、 .、

前回の課題について取り組めましたか?
3人 | 6人| 人l 9人

前回の改善計画

排せっ面に関しては暗号などを用いてご利用者の差恥心に配慮を行う。又、ご利用者の不利益を及ばないよ

う、不適切な場面での職員間での情報のやり取りがみかけた場合には気付いた職員が注意を行うなど、事業

所全体でプライパシ一保護・人権尊重の考えを重視してし可く 。

前回の改善計画に対する取組み結果 | 
排1世に関して暗号を使用するまでには至らなかったものの、個々にご利用者様の差

みを行えた。但し事業所全体として考えるとまだ不十分な点が多々ある。不適切な場面での関わりがみかけ

た際には気付いた職員が注意し合うような取り組みを今後も継続していく必要がある。又、全体的に具体的

にどのように人権尊重を捉え、取り組んでいくのか不明瞭な所が多々ある。そういった点からも人権に関し

ての具体的な取り組み(関わり方 ・接し方 ・話し方等)を職場内研修などの機会を通して学びの場面が必要

と考える。

-今回の自己評価.の状況

確認のためのチェック項目
よく なんとか あまり l王kんど

合計 (総人数)
できている できている できていない できていない

身体拘束をしていない
① 2 7 10 

虐待は行われていない
② 6 4 10 

プフイパシーが守られている
③ 5 4 10 

必要な方に成年後見制度を活用している
④ 5 7 

適正な個人情報の管理ができている
⑤ 8 2 10 

できている点 T200字程度で、できているととと、その理由を記入するとと

-排1世面で失敗が見られても本人を責めること無く、他の方にも気付かれないよう、騒ぎ立てずに速やかに

対応している。

-ミーティング等で拘束 ・虐待について勉強会を行ったり、 職員聞で声を掛け合って注j配している。

・玄関等、施錠せず、外に出られる利用者には、職員が付き添い歩いて頂く等、利用者の気持ちに配慮した

支援を行っている0

・身体拘束は行っていない。

・.J11'Y世時では他者から見えないよう配慮、したり、汚染した場合、即交換を行っている0

.守秘義務が必要であることを認識している。

-外に出ようとされる方に対し、近くをー緒に付き添ったり、ドライブにお連れするなど、施錠しない対応

を1')"-っている。



できていない点 1200字以内で、できていないこととその舶 を記入すること

.職員間で話している仰人作業を利用者が聞いていることもある。

・成年後見制度を利用する利用者がいない為、理解が不十分なこともある0

・排世のととなど、他の利用者に聞こえることがある。

-行動を制止してしまうことがある。

-ケース記録の管理ができていないことがある。

次固までの具体的な改善計画 I (200字以内)

・不適切なケア ・関わりを行っている場町を見た際には、気づいた職員が注意を行う。又、人権を尊重し

た関わり方(話し方 ・接し方 ・伝え方等)に関しての勉強会を職場内研修にて実施する。


